
（別記様式） 

令和５年度　京都府立西舞鶴高等学校 通信制　学校経営計画（スクールマネジメントプラン）（ 実施段階 ） 

学校経営方針（中期経営目標） 前年度の成果と課題 本年度学校経営の重点（短期経営目標）

  【「校訓」を踏まえた、総合的な人間力の育成】 
１  社会生活の基盤となる力を身につける。 １  単位修得に向け個に応じた学習指導や面接指 　　「究理（真理を求め勉学に努める）」「尚志（高い理
 導を充実させるとともに、放送視聴制度や教科ス 想を抱きその実現に努める）」「敬人（人を敬愛し誠実
 クーリング等の活用により、単位修得率が向上し に生きる）」の精神を踏まえつつ、｢努力｣と｢友情｣を
 た。次年度も単位修得を支援に向けた指導を充実 基軸に総合的な人間力の育成を図る。 
 させたい。  
２  望ましい勤労観・職業観を育成し、社  １【究理】学習指導の充実 

会的自立を図る。 ２  進路説明会や個別指導等、きめ細やかな指導を 　  面接指導等を充実させるとともに、学びに主体的に
 通して、勤労観・職業観の育成とともに、希望進 　取り組む姿勢を育む。 
 路を図ることができた。次年度も、生徒の様々な  
 ニーズに応じた進路指導を充実させたい。 ２【尚志】進路指導の充実 
３　生涯学習の場（学び直しの場）として  　　希望進路実現のため、個に応じた進路指導を充実さ

の機能を充実させる。 ３　生徒の主体性を育む活動等を通じ、コミュニケ 　せる。また、正しい職業観の育成を図る。 
ーション能力の育成を図ることができた。今後も  
生徒の多様化を踏まえ、個に応じた指導を充実さ ３【敬人】コミュニケーション能力の向上 
せたい。    各種教育活動を通して、多様な他者を敬う心を育む

とともに、コミュニケーション能力の育成を図る。

評価領域 重点目標 具　体　的　方　策 評価 成果と課題

 　多様化する生徒の特性応じた 　生徒の特性を理解し、家庭及び関係機関との連携を深め Ａ      　生徒の特性に応じて、こまめに
 学校運営の充実を図る。 るとともに、安心安全に学校生活が送れるよう配慮する。  　　家庭や関係機関と連携することが
 　 Ａ 　　できた。 
   教職員向け通信を継続的に発刊し、学校運営活性化に向 Ａ 　　　毎週、教員向け通信を発行し、
 けた各種情報を発信する。 　　各種情報共有を図ることができ　
 　　た。 
 　生徒に係る各種情報の共有を 　生徒の資質・能力に応じ個別最適化された学習指導の在       　個別指導による学習指導やスタ
 組織・運営 図り、速やかな対応がはかれる り方を模索するとともに、教科スクーリングやスタディサ Ａ  　　ディサプリを継続導入することに
 よう配慮するとともに、効果的 プリの効果的な利活用を推進する。  　　より、学習指導の最適化を図るこ
 な支援活動の在り方を模索する。 Ａ  Ａ とができた。 
 　 　連絡会等を通じて、生徒の情報共有を図り、効果的で迅      　毎週連絡会を開催し、生徒の情
 速な対応（進路指導、コミュニケーション能力育成等）を Ａ 　　報共有を図り、各種課題について
 図る。 　　は迅速に対応がすることができ　
 　　た。 
   地域社会に向けた通信制の理 　通信制の理解・認識を深めるため、地域社会向けて精力   　　　毎週公式ＨＰを活用し、通信制 
 解・認識を深めるため、広報活 的に情報発信を行う。具体的には、公式ＨＰや学校紹介動 Ｂ      の様子を発信することができた。 
 動等を充実させる。 画、メディアへの広報活動を展開する。        ただし、メディアへの広報活 
 　 Ｂ 　　動は、取り組めなかった。 

　生徒の活躍の場を地域に求め、生徒の自己有用感を高め Ｂ 　　　部活動については、全国大会出
るとともに、通信制のイメージアップを図る。 場等、生徒の活躍があった。



 　個々の生徒の学力や学習意欲 　日頃のスクーリングやレポートをとおして、生徒の学習    　観点別評価は定着しつつある
 に応じた指導や評価を工夫する。状況を把握した上で、観点別評価を適切に行ない、指導に Ｂ   が、評価方法について一層の工夫
 生かしていく。   が必要である。 
 Ｂ   
   教　務 　放送視聴（高校講座）やスタディサプリを活用し、学力 Ｂ  　放送視聴の利用生徒数は13％

の向上を図る。  上昇した。 
Ｂ  

　面接指導の進め方やレポート 　面接指導やレポートに関する教員の研修を進める。 Ｃ  　本年度は研修ができなかった。 
の作成、添削について研究・交 Ｂ  
流を進め共通理解と質の向上を 　近通研や全通研等での研修をとおして、幅広く情報を得 Ａ 　観点別評価や 履修認定等につ
図る。 ることで、指導力向上のための研鑽を深める。 いて他校との情報交換ができた。 

 
　TeamsなどICTを活用し、円 　生徒がTeamsを活用するよう促すとともに、学校から  　Teamsでのやりとりはかなり
滑に学習活動を進めていく。 の連絡や授業等においても有効に活用する。 Ｂ 定着しており、ＨＲや分掌等でチ

ャネルも開設している。

 校内規律を維持する。 　特に年度当初（４、５月）のスクーリングが落ち着いて Ａ   　年間を通して落ちついたスクー
 スタートできるようにする。   リング環境を継続できた。暴力、
 Ａ  いじめ、喫煙などはなかった。 
 　各教室の使用が目的に沿ったものになるよう指導する。 Ａ   

   
 　生徒の人権を大切にした生徒 　スクーリング日などの生徒の様子や本人、家族、関係者 Ａ     社会人、成人も多い中で全体と
 指導を行う。 との話の中から、生徒理解を深める。   して丁寧な対応を心がけた。 

生徒指導 Ｂ Ｂ 　また、市町の福祉機関などとの
 　必要に応じて支援に係わる関係各機関との連携を深め　 Ｂ 連携を深めることができた。 
 る。  

  
 　自主活動や学校行事を活性化 　学校行事、特別活動への積極的な参加を促す。 Ｂ    生徒会は年間15回の役員会を
 する。 Ｂ 行い、精力的に活動した。役員選
 　生徒会役員が生き生きと活動に取り組み、リーダーと　 Ａ 挙にも積極的な立候補が見られ
 して力を発揮できるように指導していく。 た。 

  
 　交通災害を防止する。 　自動車・バイク通学者を把握し、登録指導を徹底する。 Ｂ    登下校時の交通事故はなかっ
  た。ただ自動者通学者を100％

　スクーリング日の登校時に校門での見守りを行う。  Ｂ 登録させることはできなかった。
Ａ 校門の見守りは継続して実施でき

た。

 　自分の進路を考えることがで    進学希望の生徒に対しては、進学に関する情報を適切 Ａ   　進学希望の生徒に対しては、教
 きるように指導し、希望する進 に提示し、支援する。   員間で情報を共有して連携して指
 路を実現できるように取り組め Ｂ  導・援助を行うことができた。 
 るように支援する。    就職希望の生徒に対しては、働くことの意味をしっか Ｂ   

進路指導 りと考えることができるように指導する。 Ｂ 　就職希望の生徒は、早期から会
社研究や見学等を行うことで、多

  進路未確定や、早期離職とな 　担任と連携して、生徒・保護者の希望等を理解して、指  くの生徒が希望を達成することが
らないように、適切に指導・支 導・支援を行う。また、生徒の持つ課題等も理解し、生 Ｂ できた。 
援を行う。 徒自身にも理解させ、改善のための支援を行う。  

　生徒が希望進路をしっかりと持



　進路に関する情報を教員間で 　最新の進路情報を収集して、教員間で共有して生徒の指 Ａ ち、自分の課題を克服できるよう
共有する。 導に活用する。 に指導することが大切であった。

 　通信制生徒ならではの健康課 　健康診断や生活習慣アンケートを通し、生活実態を把握    　健康診断受検率は年々増加傾向
 題や生活実態を把握し、指導や するとともに、課題を明らかにして適切に指導していく。 Ａ   にあり、teams等で事前・事後
    指導を行い、啓発に努めた。 
    　健診結果を受けて病院への受診
    は推奨するが、強制はできない。 
 支援に務める。    

 　配慮を要する生徒を把握して教職員全体で共有し、より    　配慮を要する生徒の情報共有を
 よい支援へつなげる。教職員間で具体的な事例をもとに対 Ｂ Ａ  教職員間で行い、必要な関係機関
 応のあり方を検討し、必要に応じて、関係機関等との連携  等と連携を図ることができた。 
 を図る。  　支援体制を上手く機能させるの 
   は難しいところがあった。 

    
   　多様な生徒が多い中で、どのよ
   うにアセスメントしてスクリーニ
   ングしていくかが課題である。 

   
  　薬物乱用防止教室は特定の日時
 　生徒が自分自身の健康を見つ 　健康診断および事後指導等の充実を図り、健康的な生活 Ｂ   しか設定できず、保健部の意図す
 め直し、健康に生きるための知 習慣を意識して実践していく力をつけさせる。   る内容と異なった。また、事前に
 識や実践力を育む。 Ｂ Ｂ 内容を確認することができないの
保健・安全 　薬物乱用防止教室や救命講習等の保健学習を実施し、健 Ｂ は課題である。 

康で安全な生活習慣を意識して身につけさせる。  
　昨年度に引き続き、新・転入

　スクールカウンセラーやスク 　メンタルヘルスに関する学習を実施し、カウンセリング   生に全員カウンセリングを実施し
ールソーシャルワーカーを適切 を周知・啓発するとともにスクールカウンセラーやスクー Ａ  た。41名中13名実施し、そのう
に活用し、心の問題の早期発見 ルソーシャルワーカーと連携・協働していく。  ち３名が継続面談につながった。 

   
・早期対応に務める。 Ｂ 　スクールカウンセラーによる保

　コミュニケーション講座を開催し、苦手とする人との付  健学習や社会生活スキルトレーニ 
き合い方を学ぶことで社会で生かせる力を身につけさせ Ｂ ングを実施した。対人関係を構築
る。 することに困難を持っている生

徒や漠然とした不安や生きづら
さを感じている生徒への良いア
プローチができた。

 　生徒及び教職員が安全・安心 　通信教育の特性に応じた教育活動を進められるよう、効   　予算執行について、高額な物品
 な学校生活が送れるように教育 果的な予算執行に努める。   等は、要望を満たすことができな
 環境を確保する。 　校舎・施設等の適切な維持管理に努める。更に教職員と Ｂ  かったため、次年度改善していき
 も情報を共有し、危険箇所の早期発見及び早期対処、修繕  たい。 

事 務 部 計画の作成を行う。  　電話・窓口対応については、丁
 寧な対応を行うことができた。 

　信頼される学校づくり 　生徒、保護者等、来客者及び地域住民に対する窓口対応、 Ａ Ｂ 　生徒の修・就学支援について
電話対応等明るく丁寧な対応を行う。 は、個別にきめ細やかな対応を行

っていたが、不十分な事象もあり、
  生徒の修・就学支援の充実 　保護者等・生徒に対する十分な制度の案内周知と丁寧な  今後の課題とし、検討・協議が必



対応を行い、就学支援金・教科書補助事業・その他各種奨 Ｂ 要である。 
学金を円滑に実施する。 　会計事務処理について適正に処

理を進めることができた。職員の
  適切な会計事務の執行 　会計事務研修に参加し、会計事務に関する知識を深め、  相互チェックを一層高め、事務処

給与、旅費及び会計事務等の適切な処理に努める。 Ａ 理遅延や軽易なミスを生じないよ
　職員相互のチェック体制を強化する。　 うに引き続き努めていく必要があ

る。

学校運営協議 　通信制における学習形態の特性や多様な生徒が在籍している状況を踏まえた上で、引き続ききめ細やかな学校運営をお願いしたい。 
会による評価 　また、次年度の経営計画策定については、今年度の課題を十分精査した上で、担当者の引き継ぎを丁寧に行い目標設定することが望まし

い。　　

次年度に向け 　通信制教育の特性を教職員間で再確認をしながら、外部関係機関との連携も踏まえ、様々なニーズに対応したきめ細やかな学校運営を図
けた改善の方 る。 
向性 　ＩＣＴ機器の利活用を推進するとともに、今年度の課題改善を図るため、分掌間の情報共有や連携を深めながら学校運営にあたる。


